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SIP インフラ地域実装支援活動の経験をもとに，インフラメンテナンス分野において地方自治体等での

新技術の活用（地域実装）を進める際に役立つ基本的な考え方や工夫例を示す．新技術の地域実装では，

行政と民間の直接の協力が難しいという背景があるため，大学研究者の支援が有効である．このような経

験を踏まえ，跨線橋の点検に関して，鉄道管理者や跨線橋点検者から聞き取り調査等を行い，夜間の限ら

れた時間内に実施されている跨線橋点検の現状と課題についてまとめる．その結果から，跨線橋点検の効

率化のための工夫や新技術開発の要件を整理し，そのイメージ例を示すとともに，パノラマウォークスル

ー技術の活用を取り上げる．さらに，調査結果やイメージ例を用いた今後望まれる取り組みの例を示す．  
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1. はじめに 
 
仕事をする人の負担を減らすため，社会の様々な分野

で，仕事の少（省）人化，リモート化，デジタル化，ロ

ボット化が進められている． 
内閣府のプロジェクト「戦略的イノベーション創造プ

ロジェクト（SIP）」の一つである「インフラ維持管

理・更新・マネジメント技術（SIPインフラ）」（2014.9
～2019.3）1)では，様々な新技術の開発が行われた． 
新技術の開発に呼応して，地方自治体が管理する道路

橋に用いられる道路橋定期点検要領 2)が 2019年 2月に改

訂され，近接目視による場合と同等の診断が可能と判断

できる場合には，新技術を使えるようになった． 
一方，5 年に 1 回の道路橋の定期点検が義務化されて

から，全道路管理者の道路橋の健全性判定区分（表-1）
が公表 3)されている．それによると，跨線橋（鉄道を跨

ぐ道路橋）の健全性区分Ⅲ（早期措置段階）以上の橋梁

比率は 23%であり，緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋の 12%に

比べて 2倍程度と，健全性が低いことが示されている．

跨線橋の定期点検は，現在は主に夜間の限られた時間内

に行われ，鉄道管理者との十分な事前調整も必要なこと

から，一般的な道路橋に比べ，難易度が高いことが 4)，

このような健全性判定区分の違いとなって表れたと推察

される．災害時の緊急輸送を担う鉄道の上空を通過する

跨線橋の点検の効率化と高度化は不可欠であるが，対象

橋梁数が少ないことから，跨線橋点検に活用できる新技

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

3,623 9,883 1,927 2

23% 64% 12% 0.01%

1,705 5,520 2,149 7

18% 59% 23% 0.07%

44,487 66,315 13,319 17

36% 53% 11% 0.01%

302,041 354,256 62,798 622

42% 49% 9% 0.09%

※2021年3月末時点での施設数のうち，供用後５年以内などを除いた施設数の合計

緊急輸送道路を
構成する橋梁

124,138

健全性の判定区分
上段：実数，下段：割合

橋梁点検
実施数
※

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

跨線橋

（参考）全橋梁

15,435

9,381

719,717

表-1 橋梁の健全性判定区分 
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術の開発は十分とはいえない． 
2017 年に発表された第４期国土交通省技術基本計画 5)

では，大学には，企業，国，地方自治体等との連携活動

を重視し，これらのニーズの把握と提示が期待されてい

る． 
本報告では，SIP インフラの中で行われた新技術の地

域実装支援活動（2016.9～2019.3）6)において得られた知

見を整理する．その経験を踏まえて，跨線橋の健全性向

上に資する跨線橋点検の効率化・高度化を目的として，

鉄道管理者や跨線橋点検者等から聞き取り調査等を行い，

現在は夜間の限られた時間内に実施されている点検の現

状と課題についてまとめる．跨線橋点検の効率化・高度

化のための新技術開発に向けた要件を整理するとともに，

工夫や新技術のイメージ例や今後の取組みを例示する． 
 
2.  SIPインフラ地域実装支援活動 
 
(1) SIPインフラにおける新技術開発 

SIP インフラにおいては，インフラ構造物の点検技術，

モニタリング技術をはじめ，様々な新技術の開発が行わ

れた．橋梁，トンネル，舗装等の表面や内部の情報を必

要な精度で迅速に取得することができる新技術がいくつ

も提案された．水中や土中の鋼材の肉厚，盛土深部の情

報，河床形状の情報，広域地盤変動情報等を取得するた

めの新技術も進展した．  
 
(2) 地域実装支援活動 

SIP インフラで開発された新技術等を，地方自治体等

が発注する業務においてもたくさん使っていただけるよ

う，SIP インフラ地域実装支援活動が行われた．筆者ら

の岐阜大学チームを含む全国の大学等合計 12 チームに

より，シーズの普及支援，ニーズの解決支援，地域連携，

技術者のネットワーク整備，技術者育成等の様々な活動

が行われた 6)． 
 岐阜大学 SIP チーム 7)では，図-1 に示すように，各務

原市が管理する各務原大橋（木曽川に架かる PC10 径間

連続フィンバック橋，橋長 594m，平成 25年竣工）で，

ドローンを含む 6種類のロボット点検技術を取り入れた

定期点検を，道路橋定期点検要領が改訂される前の2018
年度に行った 8), 9)．ロボット点検技術により作成した事

前調査結果を活用し，点検員がすべてを近接目視で確認

した．その結果，橋上の点検車両の使用日数と点検費用

を削減できた． 
この活動においては，図-2に示すように，指針案を作

成して基準類の不足を補い，利用するロボット点検技術

を分かりやすくするために要求性能を示し，フィールド

試験でロボット点検技術を評価し，ロボット点検技術を

最適に組み合わせた活用方法を提案した． 

ロボット点検技術等に関する講演会や公開フィールド

試験において，行政や民間の技術者から出されたたくさ

んの意見やアイデアは，技術開発者や行事主催者（筆者

ら）にとって，貴重なヒントとなった．意見の取り纏め

作業中にも，筆者らに様々なアイデアが生まれた． 
SIP プロジェクト終了後に，活動内容を整理していて

気付いた新技術実装のための基本と主な工夫例を，図-3
に示す．基本的に，強いニーズの解決を目指し，大学研

究者が行政と企業を繋ぎながら，関係者が参加したくな

るような活動を展開することが有効であった．新技術の

地域実装では，行政と民間の直接の協力が難しいという

背景があるため，大学研究者の支援が特に有効であった．

地域の大学の研究者が中心となることにより，先に述べ

図-1 各務原大橋定期点検でロボット点検技術活用 

図-2 各務原大橋の活動でのシーズとニーズの連鎖 

図-3 新技術実装のための基本と主な工夫例 
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たように，新技術を使う際に必要な要求性能を示したり，

性能評価を行ったり，不足する指針類を作成したりする

ことが容易となった．いくら性能のよい技術であっても，

使ってもらえない技術だと効果を発揮できなくなる．技

術をどの場面でどのように利用するか，利用品質を考慮

したうえで技術開発を進めるデザイン思考という手法も

ある．組織のトップは使うときの現場のニーズを把握し，

それをかなえる技術を選定（あるいは開発）し，継続し

てよい環境を提供することが期待されている 10)． 
ここでは，SIP インフラの地域実装支援活動における

経験をもとに，強いニーズがある跨線橋の点検を取り上

げ，その改善を目指したものである． 
 
3.  跨線橋点検の現状と課題，改善への期待 

 
(1)  跨線橋点検の現状と問題点 

軌陸車や架け払い足場，高所ロープ作業を用いた跨線

橋の夜間点検の例を，図-4に示す．鉄道管理者や跨線橋

の点検を行っているコンサルタントの方々から，跨線橋

の点検の現状と課題について情報をいただいた．その調

査結果を表-2～5 に示す．なお，表には調査を行った筆

者らの気づきも含めている．その主な内容を以下に示す． 
a) 跨線橋の点検作業時間帯 

［夜間作業］現在，近接目視での診断が求められる現状

の点検作業は，列車が走行しない夜間作業が主体である．

列車が頻繁に走行しており跨線橋の点検箇所への近接が

できない昼間作業は，ほとんど行われていない． 
［列車走行］列車が走行しない時間は，貨物列車の夜間

運行などの制約もあり，30 分～180 分程度である．その

ため，一夜間での点検作業範囲は限定され，１橋の点検

作業が数日間の夜間作業となる場合がある． 
［送電停止］電化線区では点検時に電車への送電（き電）

停止を行うが，送電停止日は隔日となる場合が多い．隔

日の夜間点検では，点検作業員の身体的負荷は大きい． 
b) 跨線橋点検の特殊性 

［架線保護］架線の保護が必要であり，架線接触を避け

ながらの点検作業となる． 
［関係機関調整］点検時間帯が限定され，関係機関との

綿密なスケジュール調整が必要である． 
［簡易補修］変状箇所への近接が簡単にできないので，

点検作業と同時に簡単な補修作業が求められる場合もあ

る． 
［桁下クリアランス］跨線橋の下部には軌道があり，跨

線橋下面と軌道とのクリアランスは，6～7m 程度のもの

が多く，このクリアランスに対応できる技術が求められ

る. 
［保守用通路］軌道の両側には，保守用の通路があり，

この通路を利用する技術であれば，昼間の点検作業も可

能となる． 
c) 跨線橋の点検作業での問題点 

［照度］夜間での写真撮影には，十分な照度確保が必要

であり，確実な鮮明度対策が必要である． 
［架け払い足場］確実な点検作業ができる架け払い足場

を用いた点検は，足場の設置撤去により点検作業時間が

短くなる． 
［軌陸車］軌陸車による軌道上からの点検は，最も安全

で点検精度も確保できるが，軌陸車の載線箇所（踏切等）

(a) 軌陸車を用いた点検 

(b) 架け払い足場を用いた点検 

(c) 高所ロープ作業による点検 
図-4 跨線橋の夜間点検の例 
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と点検箇所の離隔距離により，点検作業時間が影響を受

ける． 
［橋梁点検車］軌道敷外からの高所作業車を利用した点

検や，跨線橋上からの橋梁点検車を利用した点検では，

点検バケットと架線との接触を避ける必要があり，点検

範囲が限定される． 
 
(2) 跨線橋点検の改善への期待 

鉄道管理者や跨線橋の点検を行っているコンサルタン

トの方々を含む様々な立場の方々から，跨線橋点検の改

善について，次のような期待があった． 
［点検時期］協定締結時期を工夫するなどして，年度初

めの４～６月にも点検を実施したい． 
［近隣一括点検］近隣の跨線橋を一括して点検すること

で，移動に要する費用や時間を低減したい．  

［実績公表］新技術の実証試験と実績を公表することに

より，新技術を積極的に採用できる環境を整えてほしい．  
［使いやすい技術］線路閉鎖や停電の手続き等を要しな

い点検技術を採用できると，点検費用と時間を低減でき

る． 
［メンテナンスの日］鉄道にも，運行を止め，昼間に余

裕をもって点検や補修を行える日（例えば，メンテナン

スの日）を事前に設定するとよい． 
［保線用通路の活用］昼間に，軌道の両側の保守用通路

を使って，可能な範囲で事前調査を行えるとよい． 
 
 
 
 

表-2 跨線橋点検の現状 

調査項目 跨線橋の点検に関する主な調査概要 筆者らのコメント等 

点検頻度の高い橋梁 
鋼桁橋（鈑桁，箱桁）／下路鋼トラス・鋼

アーチ橋／PC床版橋（中空床版橋含む）／

PCT桁橋／PC箱桁橋 

橋長から桁形式の橋梁が多いが，駅に近

接して軌道数が多くなると下路式のトラ

ス橋やアーチ橋も採用されている 
跨線橋点検の件数 年間約 150件程度（JR東海関連分） 全国で年間約 1800橋(総数約 8900橋) 

点検 
形態 

昼間・夜間点検の併用 夜間点検が主体で昼間点検は僅か 

昼間点検の適用範囲の拡大 
保守用通路等を利用した点検方法の 
開発 

軌道敷内の昼間点検 夜間点検の補足確認程度 

作業可

能時間 

夜間点検 
①貨物走行線 50～60分（最短 30分） 
②旅客列車主体線 180分 
③地方線   240分 

昼間点検(鉄道敷内から) 列車ダイヤ間（鉄道管理者との調整） 
昼間点検(鉄道敷外から) 制約なし 

事前 
作業 架線防護などの設置・撤去 架線防護は事前に設置し，トロリー線の防

護は点検時に設置 新技術利用時の防護対策の調整 

点検時

の課題 

夜間点検時の照度確保 ①補助ライト（地上や点検バケット） 
②点検員ヘッドライト 

夜間点検での新技術の利用では，照度も

確保した技術とする必要がある 
昼間点検による鮮明度対策 
高性能カメラを利用した変状検出 写真の鮮明度対策 ①カメラ性能の向上 

②撮影時の画像チェック 
損傷・変状の検出精度 点検精度確保のための点検日数の確保 新技術の活用で改善できる部分 

既存技術の適用拡大（回転式打音点検法

等） 
作業員の安全確保 鉄道特有の知識や安全意識の習得 
作業員の勤務体制 深夜作業による作業員の身体的負担 

表-3 各管理者からの要望事項 

管理者 跨線橋点検への要望事項 筆者らのコメント等 

鉄道管理者 ①点検作業日数の削減 
②部品落下対策の実施 

①効率的な点検作業の実施 
②点検器具の安全対策 

道路（跨線橋）管理者 ①点検作業日数の削減 
②近接目視と打音点検作業時の簡易補修作業の実施 

①効率的な点検作業の実施 
②補修工事準備の簡素化 

表-4 新技術の活用状況 

対象とする技術 跨線橋点検での利用状況 筆者らのコメント等 

ビデオなどの動画撮影 ①ビデオ撮影は未利用 
②ウェアラブルカメラは未使用 

新技術の普及は十分とはいえない 
試行的導入による完成度の向上 
新技術の適用拡大や利用方法の改良 

赤外線サーモ等 試験施工では判定不可の結果 

新技術を用いた近接目視の回避 
試験的にロボットカメラを用いて点検した

実績（次年度の吊足場による近接点検の前

段の点検としての位置づけ） 
超音波やレーダ波調査法 実績なし 
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4.  跨線橋点検の新技術開発に向けた要件の整理 

 
ここでは，跨線橋点検のための工夫と新技術の開発に

ついての要件を示すとともに，いくつかのイメージを示

した．イメージを考える際に必要な目標と要件や留意点

の主なものを列挙した．なお，これらの目標や条件につ

いては，必要に応じて確認，修正，除外が必要である． 
(1) 改善の取り組みと新技術開発の目標 

［作業時間減］新技術を利用して橋梁点検の効率化を進

めることで，点検作業に占める夜間作業の割合を，例え

ば 1/2程度以下に減らす． 
［デジタルコンテンツ構築］構造物全体の画像等，記録

性と客観性に優れた情報を使いやすく残す． 
［転用可能な技術］跨線橋と同程度の規模の跨道橋や通

常の道路橋の点検にも転用できるとよい． 
 

(2) 改善の取り組みと新技術開発の要件や留意点 

［法令等遵守］道路橋点検要領等を満たす． 
［高解像度カメラ等による代替］点検員による近接目視

に代えて，点検に適した高解像度カメラ等を組み込んだ

ロボット点検技術を利用できる． 
［事前調査の併用］性能が確認されたロボット点検技術

等を用いて事前調査を行い，必要なところについて点検

員による近接目視点検や詳細調査を行う． 
［カメラ移動法］カメラ等の空間移動には，アーム（棒，

ロボットアーム等），ドローン（有線または無線）等を

利用できる． 
［軌道の活用］レールがあるので，軌陸車，レールバイ

ク，軌道用台車，レールへの固定治具等を利用できる． 
［保守用通路での昼間事前調査］鉄道管理者の了解が得

られ，条件を満たせば，昼間に，軌道の両側の保守用通

路を使って，点検員がカメラ等を用いた事前調査を行う

ことができる． 
［限定した点検環境］跨線橋下面とレールとのクリアラ

ンスは，6～7m 程度のものが多く，橋長も比較的短い橋

梁が多い． 

［簡単な補修］近接目視点検時に，コンクリートの浮き

の叩き落としや，簡単な補修を行うことがある． 
［き電停止時間による分類］必要なら，き電停止時間を

長短（30分程度，1時間程度，2～3時間程度）に分けて

考える． 
［側道利用点検］跨線橋が鉄道と並行した道路も跨いで

いる場合には，この道路を昼間にも利用できる． 
［モニタリング］構造物に固定したカメラや振動特性計

測機器等のモニタリング技術を利用できる． 
 

表-5 点検手法毎の問題点や制約条件等 

点検手法 利用状況や利用時の問題点，制約条件等 筆者らのコメント等 

架け払い足場を用いた点検 ① 設置撤去に膨大な時間が必要 
② 点検時間の制約大 設置撤去の迅速化が求められる 

軌陸車による軌道上点検 
① 載線箇所と点検箇所の距離が近いと線路内の点検と

して有力な手段 
② 載線箇所と点検箇所の距離が遠いと利用しにくい 

載線箇所となる踏切が近い場合には利

用しやすいものの点検範囲が限定的 

高所作業車による軌道敷外

からの点検 

① き電停止後，すぐに点検着手が可能で，時間の有効

活用が可能 
② 橋梁への近接時に軌道内の架線やケーブルが障害 
③ 側道利用時の交通規制が必要 
④ 点検従事者(責任者，点検員，誘導員）の増加 

架線やケーブルの回避技術が求められ

る 

跨線橋上の橋梁点検車から

の点検 

① き電停止後，すぐに点検着手が可能で，時間の有

効活用が可能 
② 橋梁への近接時に軌道内の架線やケーブルが障害 
③ 高欄・地覆部の点検を中心に使用 
④ 点検中止時に橋梁点検車の再手配や費用がリスク 
⑤ 桁下と架線の離隔が少ない（1.5m未満）場合, 桁下

面へのデッキ進入が不可 
⑥ 跨線橋上の規制が必要 
⑦ 点検従事者(責任者，点検員，誘導員）の増加 

架線やケーブルの回避技術が求めら 
れる 

梯子による点検 

① 鋼桁とコンクリートＴ桁で使用 
② 床版下面 6.8ｍ程度までの実績 
③ 床版下面 6.5ｍ程度で利用 
④ 点検精度や安全性に劣る 

安全性の確保や作業の効率化を踏まえ

て削減する方向 

高所ロープ作業による点検 
① アンカー設置のための作業時間の確保 
② アンカー残置の制約 
③ 点検漏れの対策 

作業の絞り込みにより，有効活用 

桁間検査路を活用した点検 一部の桁間の検査路を利用した点検では，部分的な点

検となり，効率化にはつながらない 
跨線橋点検に活用できる検査設備の検

討が必要 
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(3) 跨線橋点検の工夫と新技術のイメージ例 
既存の技術要素に加え，様々なレベルの情報やアイデ

ア等の要素を組み合わせることによって，工夫と新技術

のイメージを示すことができる．こうしたイメージは最

終のものでなくてよく，アイデアを誘発し，さらにより

よいイメージに繋がればよいと考えている． 
［工夫］① 昼間に保守用通路を使った事前調査 
昼間に，熱画像カメラや高解像度カメラ等を用いて，

軌道と並行した保守用通路を使って事前調査を行い，夜

間作業を減らす． 
［工夫］② ウェアラブルカメラの活用 
高所ロープ点検員（図-4(c)）が装着した高性能なウェ

アラブルカメラ等によって，まず構造物全体の情報を取

得し，その取得情報の整理結果（例えば，合成した３次

元モデル画像）をもとに，必要なところについて，再度，

高所ロープ点検員が近接目視点検や詳細調査を行う．こ

れにより，高所ロープ点検員の作業時間を大幅に減らす． 
［新技術］① カメラとアームと軌陸車の組み合わせ 
例えば，先端に点検用高解像度カメラを備え，移動が

容易で軽いアームを軌陸車等に搭載する（図-5）．アー

ムには接触回避機構を，軌陸車には転倒防止機構を付け

る．アームの先に，例えば回転式打音機器を取り付け，

打音機器の音を集音すれば，打音点検も可能となる． 
［新技術］② モニタリング機器等の活用 
夜間の短時間に行われる点検の支援に，跨線橋やその

周辺，あるいは車両に取り付けた各種のモニタリング機

器等を活用する（画像，振動特性の変化，等）． 
［技術の転用］トンネル点検用計測システムの転用 
トンネルコンクリートの浮きや背面空洞を検出するた

めの計測システム（図-6）やレーザ打音計測システム等

を，跨線橋用に改良し，活用する． 
 

(4) 跨線橋点検結果の３Ｄ化による新しい価値の創出 
橋梁点検の新技術を開発するためには，点検結果をど

のように活用するかについて検討しておくことも重要で

ある．跨線橋では，道路管理者と鉄道管理者との調整協

議が重要なことから，道路管理者だけでなく，鉄道管理

者も利用しやすいシステムとしておくことが望まれる． 
その改善策として，青山ら 11)が提案しているパノラマ

ウォークスルーを用いた簡易３次元モデルの活用が有効

と思われる．パノラマウォークスルーとは，複数のパノ

ラマ写真の撮影ポイントを連結し，撮影ポイントをスム

ーズに移動しながらパノラマ写真を閲覧する技術であり，

代表的なものにGoogleマップのストリートビュー機能が

ある． 
この３次元簡易モデルに，詳細な変状写真や損傷情報

を紐づけることで，これまでの紙ベースの点検調書より，

利用しやすくなる．鉄道管理者や道路管理者が現場に赴

かなくても，PC 端末で位置や構造，形状を確認できる

ことになる．パノラマ写真の閲覧がベースとなるため，

跨線橋と複雑に錯綜する軌道設備との位置関係の把握も

容易にできると思われる． 
 
5. 大学の研究者を中心にした新技術開発を目指

す場の支援 

 
近年，技術開発者にとっては，技術の使用者が求めて

いる強いニーズ，使用にあたっての条件，繰り返し使用

したくなる要件定義，技術の需要見込み等についてのマ

ーケティング的情報も重要である．さらに，実際の構造

物で技術を試験適用しながら，改良できると好都合であ

る．こうした製品開発において，製品の本体内部の設計

をする前に，利用者の利用目的，利用品質を先に考え利

用者に新しい価値を提供することを考える，デザイン思

考を取り入れることも効果があると思われる．ちなみに，

デザイン思考の手法である思考のワークフローには，利

図-5 カメラとアームと軌陸車の組み合わせ 図-6 トンネル用計測車両の例 
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用者の利用状況の分析から始まり，利用者が抱える問題

を再定義して，それを解決するアイデアを最適化して技

術開発するよう体系づけられている「5 つのステップ」

がある 12)．  
先述の SIP インフラのようなプロジェクトの中の研究

チームや学会の関連委員会等が主催し，大学研究者が中

心となって，新技術の開発や活用を目指し，意見交換の

ための講演会や公開フィールド試験を開催すると，行政，

民間，技術開発者のいずれも参加しやすい．立場や経験

が異なる多様な関係者による意見やアイデアの交換は，

新技術開発に効果的である．こうした行事において，本

報告の内容を活用していただければ幸いである．講演会

等における意見交換やフィールド試験を活用した支援を

含め，跨線橋点検の改善のための活動全体の例を図-7に
示す． 
鉄道ならびに道路橋の管理者の協力を得て，開発され

た跨線橋用の点検技術を，実際の跨線橋で，試用し，改

良し，性能を確認していくことが望まれる．実際の跨線

橋での試験を，研究活動と位置付け，大学研究者が中心

となって進めると，管理者の理解と協力を得やすい． 
 
6. おわりに 

 
本報告においては，SIP インフラ地域実装支援活動の

経験をもとに，インフラメンテナンス分野において新技

術の実装（活用）を進める際に役立つ基本的な考え方や

工夫例を示した．強いニーズの解決を目指し，大学研究

者が行政と企業を繋ぎながら，関係者が参加したくなる

ような活動を展開することが有効であった．行政と民間

の直接の協力が難しいという背景があるため，意見交換

の場の設定や実構造物での性能確認試験の実施等で，大

学研究者の支援が有効であった． 
本報告においては，SIP インフラの地域実装支援活動

における経験をもとに，難易度が高いことが知られてい

る跨線橋の点検を取り上げた．跨線橋の点検の効率化・

高度化を目的として，鉄道管理者や跨線橋点検者から聞

き取り調査等を行い，夜間の限られた時間内に実施され

ている点検の現状と課題について纏めた． 

跨線橋は，災害時の緊急輸送には不可欠なインフラに

も関わらず，全橋梁数に占める割合が 1.3%程度と小さ

いため，新技術開発に向けたインセンティブを働きにく

く，その要件整理も十分とはいえない．本報告では，現

状での課題を踏まえて，跨線橋点検の新技術開発に向け

た要件を整理し，工夫や新技術のイメージを例示するこ

とで，新技術の開発の促進に寄与するものと考えている． 
本報告の調査結果や新技術等の開発要件やイメージ例

が，「望まれ，開発可能で，適用可能な跨線橋点検技術」

の開発と利用に役立てば幸いである． 
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INSTANCES OF EFFORTS TO IDENTIFY AND IMPROVE PROBLEMS IN 
RAILWAY OVERPASS INSPECTION 

 
Hideaki HATANO, Mayumi KAWASE, Yoshiyuki MIZOBE and Keitetsu ROKUGO 

 
This paper illustrates fundamental policies and ideas useful for municipalities to promote the utilization 

of new technologies (local implementation) in the field of infrastructure maintenance based on the authors’ 
experience of activities to support local implementation of “SIP Infrastructure”. Support from university 
researchers has proven effective in overcoming the inherent difficulty in direct cooperation between private 
and governmental groups in the local implementation of new technologies. Based on such experience, uni-
versity researchers interviewed railway administrators and overpass inspectors, summarizing the current 
state and problems of overpass inspection, which is carried out within a limited time window at night. In 
this light, this paper provides instances of ideas to enhance the efficiency of overpass inspection and images 
of new technology development, while introducing the technology of panorama walkthrough. Instances of 
efforts envisioned in the future based on the research results and new technology images are presented as 
well. 
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